
立教大学教育学会第６回大会 公開シンポジウム

AI時代における「あなた」と「わたし」
新たな臨床的課題にどのように向かい合うのか

開催日 2026年 10月 3日（土）14:00～17:00

会 場 立教大学池袋キャンパス 14号館 D301教室

対象者 本学学生・大学院生・教職員・校友・一般 （参加無料）

参加申込

AIに代表される電子機器の発達は目覚ましく、学校や職場、生活のさまざまな領域に影響を与えている。

SNSなどネット上でのコミュニケーションツールの利用が常態化しているところに、さらにAIの日常化が

進行しているのが現状である。こうした状況に、子どもはもちろん大人も翻弄されているといって過言で

はないだろう。特に、成長期にある子どもたちへの影響には無視できないものがある。AIを利用するとい

うよりも、AIをかけがえのない存在とし、それを友人や恋人、家族とみなす人も少なくない。こうした状

況において、自己の確立や他者との間に豊かな社会関係を取り結ぶなどといった、これまで重視されてき

た発達課題は十全に成し遂げられているのだろうか。そこにはいったいどのような問題があり、こうした

事態に向かい合う上で何が求められているのだろうか。第１部では工学と心理学の視点から議論を深め、

第２部では実際に電子機器をよく使う学生の実情報告も交え、身近な問題として考えてみたい。

登壇者（敬称略）

基調講演

山下 直美 京都大学大学院情報学研究科 教授

博士(情報学)(2006年 京都大学)。2008年4月より日本電信電話株式
会社NTTコミュニケーション科学基礎研究所研究員。2025年より
現職。情報技術を用いて、うつ病などの精神疾患を調査し、コ
ミュニケーション支援、介護者支援 、こころのケア、ストレスマ
ネージメントなどの研究を実施。現在、所属先の共生デザイン研
究室にて、インクルーシブな未来社会の実現を目指し、ヒューマ
ン・コンピュータ・インタラクション（HCI）の研究を行っている。

指定討論 新井 素子 立教大学文学部 助教

法務博士(専門職)(2011年 慶應義塾大学)。博士(教育学)(2024年 東京大学)。

2024年4月より現職。公認心理師・臨床心理士。教育臨床心理学を専門とし、

自傷行為の研究を行っている。

企画趣旨・司会 石本 啓一郎 名寄市立大学保健福祉学部 講師

開会・閉会挨拶 石黒 広昭 立教大学文学部 特別専任教授・本学会会長

プログラム

14:00–14:10 開会挨拶・趣旨説明
14:10–15:30 第１部 基調講演
15:30–16:00 第１部 指定討論と質疑応答
（16:00–16:10 休憩）
16:10–16:30 第２部 学生による電子機器使用の報告
16:30–16:50 第２部 登壇者のコメントと全体討論
16:50–17:00 閉会挨拶

＊なお、13:20から立教大学教育学会会員による総会があります。
総合司会：稲田素子（立教大学文学部兼任講師・本学会副会長）

参加無料・要申込

立教大学教育学会 事務局

rera@rikkyo.ac.jp

主催｜立教大学教育学会 共催｜立教大学文学部教育学科・大学院文学研究科教育学専攻

お問い合わせ

上記QRコード、または、下記URLから

10月2日(金)までにお申し込みください。

https://forms.gle/85PJQvNVQJTi4Dh89

「AI時代の人間関係をどう設計するか」
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